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デューラー生誕500年展　　　　　　　　　Exposition“Albrecht　DUrer　1471～1g71”，
千足伸行　　　　　　　　　　　　　　　　　par　Nobuyuki　SENzoKu
デューラー生誕して500年，彼の生地ニュルン　159日間）。またカタログについてみると，死後
ベルク市はこの年（1971年）を「デューラーの　400年展の時のそれがテキスト117ページ，図版
年」（DUrer－Jahr）としてこの大芸術家を様々な　30ページと比較的小規模であったのに対し・今
形で記念したたえているが，そのプログラムは　回のそれはゆうに400ページをこえ，その中に
単に彼の記念展覧会のみでなく，これを補足し，　カラー15点を含めた大小多数の図版をおり込ん
あるいは別の角度から彼の芸術を見ようとする　で極めて充実した内容を誇っている。また出品
各種展覧会（「デューラー時代の絵画と版画」、　　作のかけられた保険金も巨額に及び，作品保全
「アルブレヒト・デューラーをたたえて1，「二　　Lの配慮と保険会社側からの要請により会期中
ユルンベルク・ビエンナーレ1971」等），デュー　はニュルンベルク市上空の航空機乗り入れは一
ラーとその時代についての記念講演会，日本も　切禁止という異例の措置がとられた。会場は26
含めた各国からの芸術家を招いてのコンサート，　の分室に分れ，作品はそれぞれ（時代順でな
オペラ，演劇等，極めて多岐にわたり，単に一　　く）テーマ別（「デューラーとその家族」，「イタ
芸術家としてのデューラーのみでなくニュルン　　リアとの出会い」，「宗教改革」，「デューラーの
ベルク市の象徴としてのデューラーをもたたえ　周辺と人文主義」，「自然の発見」等）に陳列さ
ようとする同市の意気込みが如実にうかがえる。　れており，デューラーの周辺ないし前後の芸術
しかしこの“Durer－Jahr　1971”のハイライト　家たちの作品の他，古記録，書簡等も適宜おり込
をなしたのが5月21日（デューラーの誕生日）　んでデューラーの人と作品の遺漏なき紹介につ
から8月1日まで同市のGermanisches　National一　とめている一・今回出品には至らなかった東独の
museumで開かれた大記念展，「アルブレヒト・　作品を別とすればここにデューラーのすべてが
デューラー1471～1971」であったことはいうま　一堂に会したといっても過言ではなく，専門家
でもない。出品点数700余点（その内デューラ　にとっても一般の美術愛好家にとってもそれは
一のオリジナルは400余点），出品に応じた公　文字通りeinmaligな機会であった。その意味
私のコレクシ・ン，美術館130余，国にしてア　で本展はいわばデューラー芸術の総決算ともい
メリカ，ソ連も含めた14ヶ国に及んでいる．73　えるが，ここに集められたデューラーの遺産を
日間の会期を通じての観覧者数は35万人をこ　そのまま500年の過去にさかのぼらせれば，そ
え，初め「20万人」とみた美術館側の予想を大　れはそのまま当時のドイツ美術の総決算ともい
きく上回ったのみならず，ドイツにおける美術　えるのであり，ここにデューラーの，他の芸術
展としては未曾有の記録を樹立した。（1928年　　家には求められない歴史的意義を見ることがで
同じく同方で開かれた死後400年展の入場者数　　きる。
は，当時の公式の「報告」によれば「約20万人」　　　　　　　　　＊　　＊
であった。会期は4月11日より9月16日までの　　今日デューラーをひとつの全体像としてなが
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めた時，そこに浮びLってくるのはデューラー　「自然な発展を阻害し」，そこに「ある種の分
という一芸術家のイメージよりむしろ，ひとつ　裂」①を招来しはしなかったか。特に第二次
の時代像である、デューラーが時代とともに歩　　イタリア旅行以後の，デューラーとしては比較
んだというよりは，ひとつの時代が彼とともに　的大規模な絵画作品には，明快な構図，合理主
歩んだというべきである一グリューネヴァルト　義的な空間構成，調和的な人体表現等，「イタ
は後期ゴシックという時代の中に生き、ホルバ　　リア的」，「古典的」といえばいえるが，それよ
インはまたルネッサンスという時代の中に生き　　りはむしろある種の「アカデミスム」が濃厚で
ている。しかしデューラーの場合，彼の中にひ　あり，それらがしばしば「冷たく借りものめい
とつの時代像が生きているというべきであろう．た形式主義的な」（2）印象を与えることも事実で
美術史における「ドイツ・ルネッサンス」とい　　ある、Max　Deriはこうしたイタリア主義に浸
う概念がしばしば疑問視され，時には否定され　　透されデューラー以下当時の芸術家の姿勢を，
ながらも，今なお川いられているとすれば，そ　「国王の前に立つ乞食」になぞらえ，彼らの「誤
れはデューラーあるがゆえ，といっても過言で　った謙譲あるいは自己卑下」が「すべてをさし
はない　いいかえれば，「ドイツ・ルネッサン　おいての自己自身の創造力と創造の喜びをさえ
ス」という概念と同様に，彼の芸術と歴史的意　　犠牲にしたLでの異質のもの（＝イタリア・ル
義もまた，一義的にはとらえ切れない複雑な問　　ネッサンス美術）の無批判な受容に導いた」（3）
題を提起している，特にしばしば論議の対象と　と見ている。果してそれが「無批判な受容」で
されるのはイタリア・ルネッサンスに対するデ　あったか否かは別としても過去500年にわたる
ユーラーの態度である　　　　　　　　　　　　デューラー名声が常に多少のずれは見せながら
　周知のように二度のイタリア旅行，あるいは　　も「万聖図」（ウィーン，美術史博物館）のデ
人文主義者にして彼の親友でもあったウィリバ　　ユーラーよりは「黙示録」のデューラーに，い
ルト・ピルクハイマー，当時（1511t紀初頭）ド　いかえれば「ルネッサンス」的な「画家」デュ
イツで活動していたヴェネツィアの画家ヤコ　ーラーよりは，ゴシック的な伝統に根ざした
ポ・デ・バルバリ等を通じてデューラーはイタリ　「線描家」デューラーにかたむいていることは
ア・ルネッサンスと再三対峙し，そこから多く　事実であろう。画家ハンス・トーマが「我々は
を学んでいるが，果してこれらが彼（および当　デューラーの中に芸術におけるドイツ的な特質
時のドイツ美術）にとって真に学ぶに価するも　を最もよく見，かつこれを愛する」と語る時，
のであったか，という点になると疑問なしとし　彼の愛するデューラーとはこうした意味でのデ
ない　「イタリア」を見ようとする余り，彼は　ユーラーに他ならなかった，1たしかに或る作
1一 ドイツ」を見失いはしなかったか　彼のロマ　品，あるいは或る時期における「部分」として
ニスム（イタリア崇拝）はむしろドイツ美術の　　のデューラーではなく”全体としてのデューラ
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一 をながめた時，そこに一一esしてうかがえるの　　リア的」であるのは多く外部からの注文によっ
は，一切のすぐれてドイツ的な芸術にひそむ「グ　た比較的大規模な絵画作品に限られるのであっ
ラフィックな性格（4）」であり，かつまたこうし　て，版画家あるいは素描家としてのデューラー
た性格がデューラーを真のデューラーたらしめ　　をもこうした観点からとらえようとするのは当
ていることも明らかである　（この点で生成期　　を得ないL1514年の有名な銅版画《書斎のヒ
のデューラーが，シ。一ンガウワー、ハウスブ　エロニムス》は，＜＜黙示録》の世界とはおよそ
一 フマイスター，あるいはヴォルゲムートな　程遠い，占典的な静けさと明快で合理的な空間
ど，彼の直接，間接の師に接した際，画家とし　構成を特色とする作品であるが，それでいてそ
ての彼らより，版画家あるいは素描家としての　の根底においては、たとえば同様の主題を扱っ
彼らにより多くを学んでいるのは示唆的であ　たカルハッチオの室内空間廟とは明らかに違
る。またC．D．フリードリヒないしはドイツ・　う．ハノフスキーによればgemti’tlichとstimm－一
ロマン派とドラクロワないしはフランス・ロマ　itngsvollという「翻訳しようのない二つのドイ
ン派との様式的な比較は，Eに引川したW．　ツ語をもって語る他ない」空間を現出してい
Pinderの論一一無論それは多かれ少かれ公式　　る一］ハノフスキーはこうしたいわば「ドイツ
化された一般論ではあるが　一のIEIしさを裏づ　的」な空間の秘密を，デューラーの（この作品
けるであろうし，さらに版画の技法の中ではと　における）特異な遠近法に求め，ヴェルフリン
りわけ「絵画的」効果に富む石版画が，ドイツ　はそれを光の効果に求めているが、このように
で発明（A．ゼネフェルダー）されながらフラ　　イタリアを意識しながらも，ドイツ＝ゴシック
ンスにその真の開花を見たことは皮肉といえば　的な伝統に深く根をおろした彼の造型感情は他
皮肉であるが，それともこうした様式面におけ　のグラフィックな作品，たとえば彼の版画連作
る国民的特質を考慮すればむしろ必然的な結果　　の中にあってしばしば「古典的」と評される
であったともいえよう．）　　　　　　　　　　　・、マリアの生涯》にもぬきがたい影をとどめて
　木版連作《ヨハネ黙示録〃はこうしたf固人的　いる．）無論，だからといって画家デューラーは
であると同時にまたll三眠的な彼の資質を初めて　　もっぱらイタリア的であり，版画家あるいは素
本格的に披歴した作品であり，F．　Winzingerは　描家デューラーはすぐれてドイツ的である，と
全ドイツ美術をもし一点の作品で代表させると　するのは余りにも図式化した見方ではあるが，
したら，デューラーのくk黙示録》以外にない，（5）　ただB．Hausmann　にならって、完成された
とまで踵っているが，初期のこうしたシュトル　絵画作品よりむしろデッサンの方にデューラー
ム・ウント・ドラング的なデューラーの後にく　の「多様な才能，厳しい芸術的良心，そして高
る…兄1占典的」あるいは「一イタリア的1なデ　度の技術的元成度」c7）がはるかによくうかがえ
ユーラーにしても，「占典的」あるいは一イタ　るのは事実であるし，「ある種の（悪い意味で
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の）Manier」を感じさせると指摘された一時期　　も階調豊かな世界を現出していることを忘れて
の危機的なデューラーを救ったのも，こうした　はならないだろう一（ただしこれ程豊かな絵画
素描家としての天成の強靱な資質であったと考　的可能性を含みながら，これらがすべて水彩と
えられるのである　それだけにまた「画家」と　いう段階にとどまって，たとえばアルトドルフ
してのデューラーを語るとなると、人々の口調　　アーのように，油彩画という形で結実した作品
はしばしばためらいがちである．画家W．ティ　は一点もなかった，という事実はこの際注目に
ッシュバインは，デューラーの肖像画には「絵　　価する．）今回の展覧会は，通常は主として保
画的効果」が欠けていると指摘し，近代美術史　存上の配慮から一般に公開されることの少いこ
学の創始者の一人F．Waagenは「コロリスト　れらの水彩画をも多数集めており，従来複製あ
としてのデューラーは（他の面から見たデュー　　るいは写真などを通じて極めて不完全に，ある
ラーに比し）最も生彩に欠ける：と見また彫　いはおぼろ気な形でしか伝えられていなかった
刻家のロダンはデューラーの色彩は「その確た　　コロリストとしてのデューラーのすぐれた一面
る性格ゆえにあたかも数学的真実かのように感　　を余す所なく紹介した，というだけでもその意
じられる」と語っているが，たしかに彼の色彩　　義は大きい
は時として余りにも理詰であり、素面にすぎ　　以E概観したように，芸術家としてのデュー
て，グリューネヴァルト，あるいはアルトドル　　ラーには、彼が生れ育ったドイツ・ゴシックの
ファーのうるおい豊かな，しばしば一音楽的一　　造型風hをこころよしとするデューラーと，イ
とも許されるコロリスムに一簿を輸することは　タリア・ルネッサンスの信奉者としてのデュー
否めない、　　　　　　　　　　　　　　　　ラーまたMalerとしてのデューラーと
「デューラーが画家として真の偉大性に達しえ　ZeichnerあるいはGraphikerとしてのデュー
なかったとすれば、その因は，柔らかな，情感　　ラーとが時には対立し，時には相補いながら並
豊かな視覚とは相いれない（彼の郷里である）　存しているが，彼をまた別の角度から見た時，
フランケン特有のかたい色彩感覚に求められよ　そこには極めて強靱な現実感覚と明白な自己意
う，」⑧あるいはそうかも知れない．ただしここ　識とに支えられたリアリスト・デューラーと，
で例外とすべき分野がひとつある一すなわち風　未だ明け切らぬ中世的な薄明の中に生きるヴィ
景を中心とする初期の水彩がそれである　その　　ジ。ンの人デューラーとが，冷徹な自然科学者
多くは旅の途ヒで折にふれて即興的に描かれた　の眼をもって現実世界の様々なイメージに肉迫
ものであるが，これらは単に「後のヨーロッハ　　したデューラーと，《馬上の「死」》や《「夢」
の風景画に現われる一切の基本的形態ゴ9｝を先　　の図1，あるいはく，絶望者》のデューラー（10）とが
取りしているのみならず色彩的にも後のいわば　浮び上ってくる　「芸術は自然の中にあり1と
公式的なデューラーには求め難い，新鮮でしか　　して、もし自然界の「様マな形象をありありと
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描こうとするならば，それは人の視覚を欺くほ　　しくふれ，これをよく模倣しえたなら，彼の芸
ど（写実的）でなければならない」と説くデュ　術はより一層の高みと偉大性に達しえたであろ
一 ラーは，また一方で，一切の創造的なものは　　う，とするヴィンケルマンやメングスの見解ほ
「天上からの啓示」，すなわちインスヒレーショ　ど今日の我々を当惑させるものはない。たしか
ンに由来するものと信じていた一デューラーに　に初期のデューラーは，当時のドイツには範と
とって美あるいは芸術とは学びうるものである　するだけの作品の極めて乏しかった裸体表現を
と同時にまた，単に学校的な意味での努力をも　学ぶ意味で、マンテーニャその他イタリアの芸
ってしては，決して到達しえない何かでもあっ　術家の若干の作品を模写しているし，また芸術
た。そして「芸術とは学びうるもの」と信じて　家が「自らの想像力の中から何か美しいイメー
いる時のデューラーに，ある種の学者的なポー　　ジをうみ出す」にしても，その際自然界の様々
ズ，すでに引用したヴェルフリンの言葉をかり　な形象の忠実な「写生」が前提条件となってい
れば，「冷たく，借りものめいた，形式主義的　ることは彼自身も認める所であるが，およそ想
な」匂いが強いことは否めない。かつてゲーテ　像力の介入を許さない，単なる自己目的として
は「暗い，無定形の底なしのファンタジーが彼　の模倣行為ほど彼の芸術を相容れないものはな
（デューラー）をそこなった」と語り，またイ　いttなぜなら彼にとって芸術とは「模倣」では
タリア・ルネッサンス的な理想を価値観の基準　　なく「創造」であり，しかもその「創造」とは，
としながらデューラーの芸術を論じたフラン　この言葉の本来の意味（「泉から水を汲む」）に
ツ・クーグラーは「彼の芸術的創造力の純粋な　従って，芸術家の「心にたくわえられたひそか
発展を再三にわたってさまたげたのは，またし　な財宝（＝イメージ）」を汲み出し，これを視覚
てもあのファンタスティックなものに対する彼　化することに他ならなかったからである。のみ
の性来的な傾斜であった」とのべているが，今　　ならず彼にとってはまた今世紀のシュールレア
なお彼の芸術が我々をいきいきとひきっけると　リスムをまつまでもなく芸術作品とは時として
すれば，そのすべてではないにしても少からぬ　「夢のしわざ」（Traumwerk）であり，こうした
部分は，まさに彼のこうした多様なファンタジ　夢ないし意識下の世界が彼の芸術創造に際して
一の世界にあるとしなければならない。彼以前　　極めて重要な意義を担っていること，あるいは
にすでに先例の少くない《ヨハネ黙示録》を彼　彼が（彼のみならず芸術創造一般における）こう
の《ヨハネ黙示録》たらしめ，《メランコリア》　した世界の意義を，おそらくヨーロッパで最初
を彼の《メランコリア》たらしめているのもこ　に，極めて明白に意識した芸術家であったこと
うした彼のいわば複層的な想像力に他ならな　は彼自身の次のような言葉から明らかである。
い　もしデューラーがイタリア・ノレネッサン　　「こうしてすべての芸術家に、夢と眠りの中に
ス、あるいは古代ギリシア、ローマの作晶に親　　おいて、芸術の多くの教えがもたらされ、啓示
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されるのである一……私はいかにしばしば眠り　げられたデューラー文献は1万を数えるが，彼
の中に，さめている時の私には望むべくもない　の生前から最近（1970年）に至るこうした網羅．
ような偉大な芸術とよきもの（groBe　Kunst　und　的でしかも緻密なBibli・graphieはこれまで皆
gut　Ding）とを見ることだろうか一一　　　　　　無であっただけに今後のデューラー研究に資す
　そして彼が「よき芸術家の内面は様々なイメ　る所は極めて大きいと想像される。また後者は，
一 ジにみちており」，芸術家の使命とはこうし　デューラーの絵画作品のCatalOgUe　raiSOnn6と
た「“内的なイデー”から常に何か新しいもの　　して編まれたものであるが，本書の刊行は，は
を創り出してゆく」所にあると語る時，彼は後　からずも，このドイツ最大の画家の作品が，彼
のC・D・フリードリヒからF．マルク，M．エ　の版画およびデッサンに関してはすでにMe一
ルンストに至るドイツ美術のよき伝統を無意識　der，　Dodgson，　LipPmann，　Winkler等の労作が
のうちに予言していたのである一　　　　　　　あるにもかかわらずその生誕から500年を経た
　　　　　　　　＊　　＊　　　　　　　　　　今日にしてようやく，厳密な「校訂」のもとに
　付記1・今回の記念展の会場の一部をかりて　　その全貌を明らかにしえたという事実をあらた
設けられたDtirer－5「tttdioは、写真，映画、ス　めて人々に思い至らせたようである／一ただしこ
ライド・時には音響を通じて本会場にあるデュ　うした事実と，画家としてのデューラーに対す
一 ラ作品の鑑賞，理解をはかろうとした初心者　　るこれまでの概していえば消極的な評価と何ら
のためのいわば視聴覚教室であるが，特に版画　　かのかかわりがあるか否かは一概には答えられ
の技法や遠近法の問題など，部分の拡大写真や　　ない問題である．（無論これまでにもH．Tietze，
各種の模型などを川いてできる限り具体的に理　E．Tietze－Conrat共著のKritisches　Verxeichnis
解できるよう配慮されており、これ自体は展覧　der　Werke．41brecht　DiirersやKlassiker　der
会とはいえないにしても、その教育的意義は大　Kunst叢，1季の中のDiirer（F．　Winkler編）な
いに注目される、同様の試みはアルベルティー　　ど，一応デューラーの絵画作品を総観した形の
ナ（ウィーン）での「デューラー素描展」にも　　ものはあるが，いずれも厳密な意味でのcatalo一
ひきつがれ，多大の好評を博したようである　　gue　raisonn6としては、それぞれ違った意味
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で，不満なしとしない．）
　付記『‘‘Durer－Jahr　1971”を記念して出版
されたデューラー関係の文献ないし画集類の数
は少くないが、中でも特に注目に価するのは
Matthias　MendeのDi’rer。BibliographieとFedja
AnzelewskyのAlbrecht　Diirer’Die　Gemdldeで
あろう　前者は総800ヘージに及び，そこにあ
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